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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の業績（2021年４月１日～2021年12月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 2,307 △1.9 42 △66.0 54 △55.8 28 △62.0

2021年３月期第３四半期 2,351 △1.1 124 △2.8 122 △5.1 74 △5.0
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 13.55 ―

2021年３月期第３四半期 35.64 ―

　

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 7,483 3,585 47.92

2021年３月期 7,546 3,975 52.69

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 3,585 百万円 2021年３月期 3,975 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

2022年３月期 0.00 ―

2022年３月期(予想) ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,200 2.9 165 31.2 200 23.4 120 19.5 57.44

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 2,089,200株 2021年３月期 2,089,200株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ ―株 2021年３月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 2,089,200株 2021年３月期３Ｑ 2,089,200株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.２「１.当四半期決算に関する定性的情

報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当期第３四半期における経済は、新型コロナウイルス感染拡大の長期化から依然として厳しい状況にある中、景気は

国内外共に抑制されました。一方で日本国内におきましては、２回目のワクチン接種率が高まる中で景気の持ち直しが

期待されつつも、変異株の感染拡大の流行により先行きについては依然として不透明な状況にあります。介護業界にお

きましても新型コロナ感染拡大の影響がみられ、慢性的な人手不足が続き、経営不振傾向の中小事業者の休業・倒産が

目立つ状態です。

　当社有料老人ホーム事業については、前期に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止についての対応を継続してい

ます。新型コロナウイルスワクチンの３回目の接種を予定より前倒して開始し、外部との接触を制限、消毒の徹底、職

員各自の自粛促し等を行い、新型コロナウイルス感染拡大防止に努めています。介護付き有料老人ホームは、施設入居

中の顧客に対するサービス提供という業態である為、上記対策による売り上げへの影響は軽微です。住宅型有料老人ホ

ーム２施設については、既存の外部事業者による居宅サービス利用が困難になった顧客について、当社通所サービス事

業所の定員拡大により受け入れを行いました。これにより、感染拡大予防と通所サービス事業の売り上げ向上を同時に

達成できました。

　新規顧客獲得については、感染症対策を適切に行いながらの営業活動を継続しておりましたが、個別見学会・相談会

という限定的な営業活動が続き、自然減を上回る新規顧客獲得には至りませんでした。結果、全施設平均入居率約91.3

％を維持・確保いたしました。

　以上の結果、当第３四半期における売上高は2,307百万円（前年同期比1.9％減）、営業利益42百万円（前年同期比

66.0％減）、経常利益54百万円（前年同期比55.8％減）、四半期純利益28百万円（前年同期比62.0％減）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産は6,314百万円となり、前事業年度末に比べ14百万円減少いたしました。こ

れは主に現金及び預金の減少によるものであります。固定資産は1,169百万円となり、前事業年度末に比べ48百万円減少

いたしました。これは主に減価償却によるものであります。

この結果、総資産は、7,483百万円となり、前事業年度末に比べ63百万円減少いたしました。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は947百万円となり、前事業年度末に比べ42百万円増加いたしました。これ

は主に入居金預り金が増加したことによるものであります。固定負債は2,950百万円となり、前事業年度末に比べ284百

万円増加いたしました。これは主に長期入居金預り金が増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は3,585百万円となり、前事業年度末に比べ390百万円減少いたしまし

た。これは主に繰越利益剰余金の減少によるものであります。

　この結果、自己資本比率は47.9%（前事業年度末は52.7%）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 2021年５月14日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,786,664 5,732,808

営業未収入金 413,963 453,561

商品 1,919 2,837

未収還付法人税等 - 10,667

その他 126,415 114,213

流動資産合計 6,328,962 6,314,088

固定資産

有形固定資産

リース資産（純額） 332,436 312,690

その他（純額） 224,683 220,168

有形固定資産合計 557,120 532,859

無形固定資産

リース資産 42,968 32,674

その他 7,340 7,213

無形固定資産合計 50,308 39,888

投資その他の資産

その他 611,881 598,124

貸倒引当金 △1,863 △1,863

投資その他の資産合計 610,017 596,260

固定資産合計 1,217,446 1,169,008

資産合計 7,546,408 7,483,096
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 100,000 100,000

未払法人税等 41,210 -

入居金預り金 372,904 413,633

介護料預り金 36,657 43,477

賞与引当金 16,353 8,784

その他 337,577 381,258

流動負債合計 904,702 947,154

固定負債

長期入居金預り金 1,846,036 2,116,778

長期介護料預り金 191,368 226,039

退職給付引当金 59,522 47,245

役員退職慰労引当金 41,285 44,020

その他 527,660 516,238

固定負債合計 2,665,874 2,950,322

負債合計 3,570,576 3,897,477

純資産の部

株主資本

資本金 686,296 686,296

資本剰余金 566,296 566,296

資本準備金 566,296 566,296

利益剰余金 2,722,470 2,333,026

利益準備金 3,855 3,855

その他利益剰余金

別途積立金 384,000 384,000

繰越利益剰余金 2,334,615 1,945,171

株主資本合計 3,975,063 3,585,619

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 768 -

評価・換算差額等合計 768 -

純資産合計 3,975,832 3,585,619

負債純資産合計 7,546,408 7,483,096
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 2,351,677 2,307,537

売上原価 1,987,104 2,022,292

売上総利益 364,572 285,245

販売費及び一般管理費 239,836 242,849

営業利益 124,735 42,395

営業外収益

受取利息 108 280

受取配当金 36 12

受取手数料 3,445 3,218

受取賃貸料 10,452 10,161

寄付金収入 1,100 15,100

その他 5,324 4,118

営業外収益合計 20,466 32,890

営業外費用

支払利息 20,806 20,030

長期前払費用償却 613 698

その他 1,000 250

営業外費用合計 22,420 20,978

経常利益 122,782 54,308

特別利益

投資有価証券売却益 - 1,103

特別利益合計 - 1,103

税引前四半期純利益 122,782 55,411

法人税、住民税及び事業税 46,773 17,946

法人税等調整額 1,551 9,150

法人税等合計 48,325 27,097

四半期純利益 74,456 28,314
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによる主な変更点は以下の通り

です。

・入居一時金および介護等一時金に係る収益認識

終身利用を保証した有料老人ホーム事業の入居契約時に入居一時金および介護等一時金を受領する際に、入居契約

書に従い、入居時に一定割合を収益計上しておりましたが、契約金全額を収益認識会計基準に従って収益計上するよ

う会計方針を変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期間の期

首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、当第３四半期累計期間の売上高、営業利益、経常利益及び税引前四半期純

利益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高は392百万円減少しております。

（追加情報）

　 （時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会計基準」（企業会

計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の影響につきましては、会計上の見積り（繰延税金資産の回収可能性、固定資産の減損

判定、貸倒引当金）に与える影響は軽微であります。

当社は、新型コロナウイルス感染症拡大による経営環境への影響は、2021年度中は継続し、回復は早くても2022年

度以降になると仮定しております。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は不確定要素が多く、次期以降の当社の財政状態及び経

営成績に影響を及ぼす可能性があります。

　


